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【
加
茂
岩
倉
遺
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
】

【
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
】 

（
島
根
大
学
名
誉
教
授
）

出
雲
大
社
と
鰐
淵
寺
の
関
係
に
迫
り

ま
す
。 

測
量
に
よ
る
映
像
や

出
土
品
の
Ｘ
線

写
真
を
展
示
し
ま
す
。 

 

     

     

     

 

    

弥弥
生生
ブブ
ロロ
ンン
ズズ
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ー
クク

４４
館館
連連
携携
事事
業業  

【
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
】 

【
荒
神
谷
博
物
館
】 

【
加
茂
岩
倉
遺
跡
ガ

ダ
ン
ス
】

▼
７
月
20
日
（
土
） 

「
中
世
の
出
雲
大
社
と
鰐
淵
寺
」 

【
講
師
】 

井
上 

寛
司 

氏 

（
島
根
大
学
名
誉
教
授
）

【
上
塩
冶
横
穴
墓
群
】

８
月
26
日
（
月
）
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。 

★
前
回
の
資
料
に
加
え
、
新
た
に
３
Ｄ

測
量
に
よ
る
映
像
や
、
出
土
品
の
Ｘ
線

     

     

     

   

オ
ル 

●●
クク
イイ
ズズ
スス
タタ
ンン
ププ
ララ
リリ
ーー 

弥弥
生生
ブブ
ロロ
ンン
ズズ
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク

【
観
覧
料
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）】 

●●
特特
別別
展展
関関
連連
講講
座座  

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
〔
発
掘
調
査
速
報
〕 

【
上
塩
冶
横
穴
墓
群
】

     

     

     

   

    

◆
参
加
費
：
無
料

◆
定
員
：
25
名 

◆
持
っ
て
く
る
も
の
：
汚
れ
て
も
良

い
服
装
、
エ
プ
ロ
ン
、
帽
子
、
タ

  

●
定
員

80
名

 

講
座
の
受
講
に
は
事
前
申
込
み
が
必
要

で
す
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
で

 

      

     

     

     

    

◆
内
容
：
博
物
館
で
育
て
た
藍
の
生

葉
を
摘
ん
で
、
ハ
ン
カ
チ
を
染
め

て
み
よ
う
！ 

◆
場
所
：
た
い
け
ん
学
習
室 

◆
参
加
費

無
料

世
の
鰐鰐
淵
寺

雲
大
社社

７７
月月
2200
日日((

土土))

〜〜
９９
月月
９９
日日((

月月)) 

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も 

●
時
間
14
時
〜
16
時 

●
聴
講
料 

無
料 

●
定
員

0
名

     

      
   

にに
ぜぜ
ひひ

おお
立立
ちち
寄寄
りり
くく
だだ
ささ
いい
。

★★
夏夏
休休
みみ
子子
どど
もも
体体
験験
教教
室室  

★
８
月
18
日
（
日
）
10
時
〜
12
時 

◆
内
容
：
博
物
館
で
育
て
た
藍
の
生

●●
２２
００
１１
３３
年年  

特特
別別
展展 

 

「「もも
うう
一一
つつ
のの
出出
雲雲
神神
話話
」」  

――
中中
世世
のの
鰐鰐
淵淵
寺寺
とと
出出
雲雲
大大
社社
――

（
当
館 

職
員
） 

中
世
出
雲
の
人
々
は
「
風
土
記
」
を
知

っ
て
い
た
の
か
。
そ
の
謎
に
迫
り
ま
す
。 

     

     

    

出出
雲雲
弥弥
生生
のの
森森
博博
物物
館館
とと
２２
号号
墓墓
もも

夜夜
８８
時時
まま
でで
開開
館館
をを
延延
長長
しし
てて
皆皆
ささ
まま

をを
おお
出出
迎迎
ええ
いい
たた
しし
まま
すす
。。  

特特
別別
展展
もも
開開
催催
中中
でで
すす
。。
ここ
のの
機機
会会

にに
ぜぜ
ひひ
、、
おお
立立
ちち
寄寄
りり
くく
だだ
ささ
いい
。。

他
の
館
の
観
覧
料
を
割
引
き
！

※
他
の
割
引
き
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
。 

 

▼
８
月
24
日
（
土
） 

「『
出
雲
国
風
土
記
』
と
中
世
出
雲
神
話
」 

【
講
師
】
髙
橋 

周 

      

  (2013年

    

●●
出
雲雲
弥弥
生生
のの
森森
のの
夏夏

  

★★
８８
月月
1111
日日((

日日))  
  

  

出出
雲雲
市市
のの
花花
火火
大大
会会
がが
大大
津津
神神
立立
河河

川川
敷敷
公公
園園
でで
ああ
りり
まま
すす
。。  

出出
雲雲
弥弥
生生
のの
森森
博博
物物
館館
とと
２２
号号
墓墓
もも
、、

館
缶
キ

ホ
ル

抽
選
で
「
勇
者
の
逸
品
」
を
！ 

 

○
４
館
ど
れ
か
の
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
と
、

他
の
館
の
観
覧
料
を
割
引
き

【
講
師
】
斎
藤

英
喜

氏

（
佛
教
大
学
教
授
） 

中
世
に
生
ま
れ
た
独
特
の
神
話
世

界
を
お
話
し
し
ま
す
。 

よす

 

年7月) 

  

★★
ササ
ママ
ーー
ナナ
イイ
トト
ミミ
ュュ
ーー
ジジ
アア
ムム  

●●
出出
雲雲
弥弥
生生
のの
森森
のの
夏夏

◆
期
間
：
７
月
12
日
〜
９
月
９
日 

◆
４
館
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と 

４
館
缶
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
！

▼
８
月
４
日
（
日
） 

「
神
話
学
か
ら
み
た
中
世
出
雲
神
話
」 

【
講
師
】
斎
藤

英
喜

氏

すみちゃん 
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★★
特特
集集  

研研
究究
ノノ
ーー
トト
⑩⑩  

２２
００
１１
３３
年年  

特特
別別
展展  

「「
もも
うう
一一
つつ
のの
出出
雲雲
神神
話話  

――
中中
世世
のの
鰐鰐
淵淵
寺寺
とと
出出
雲雲
大大
社社
――
」」    

「
出
雲
神
話
」
と
い
え
ば
、
『
古
事

記
』『
出
雲
国
風
土
記
』
と
い
っ
た
古
代

の
書
物
に
記
さ
れ
た
出
雲
を
舞
台
と
す

る
神
話
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
中
世
（
鎌
倉
〜
戦

国
時
代
）
に
か
け
て
の
出
雲
で
は
、「
も

う
一
つ
の
神
話
」
が
語
ら
れ
て
い
ま
し

た
。 そ

の
神
話
と
は
、
イ
ン
ド
の
霊

り
ょ
う

鷲
山

じ
ゅ
せ
ん

の
一
部
が
崩
れ
て
漂
流
し
、
日
本
に
流

れ
着
い
た
と
こ
ろ
を
ス
サ
ノ
ヲ
が
築
き

固
め
た
と
い
う
も
の
で
す
。そ
れ
が「
浮

浪
山
」
と
呼
ば
れ
る
現
在
の
島
根
半
島

の
由
縁
で
あ
り
、「
杵
築
」
の
地
名
の
由

来
で
す
。
古
く
は
鎌
倉
時
代
の
鰐
淵
寺

文
書
に
記
さ
れ
、
そ
の
後
三
〇
〇
年
以

上
に
わ
た
っ
て
、
出
雲
国
内
外
の
各
地

で
語
ら
れ
ま
し
た
。 

＊
＊
＊ 

古
代
の
「
国
引
き
神
話
」
と
よ
く
似

て
い
ま
す
が
、
古
代
の
神
話
が
朝
鮮
半

島
や
隠
岐
、
能
登
半
島
と
い
っ
た
日
本

海
域
を
舞
台
と
し
た
の
に
対
し
、
中
世

の
神
話
は
イ
ン
ド
の
霊
鷲
山
の
一
部
が

流
れ
着
き
ま
す
。
霊
鷲
山
と
は
、
シ
ャ

カ
が
法
華
経
を
説
い
た
と
さ
れ
る
仏
教

の
聖
地
で
す
。
実
は
、
こ
の
霊
鷲
山
が

由
来
と
な
る
話
は
、
中
世
出
雲
の
神
話

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
世
の
比
叡

山
延
暦
寺
に
も
、
霊
鷲
山
の
南
東
の
隅

が
欠
け
て
飛
来
し
た
も
の
が
中
国
の
天

台
山
で
、
さ
ら
に
そ
の
北
東
の
隅
が
欠

け
て
飛
来
し
た
も
の
が
比
叡
山
と
す
る

話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

蔵
王
信
仰
の
本
拠
で
あ
る
奈
良
の
金
峯

山
に
も
、
霊
鷲
山
あ
る
い
は
天
台
山
か

ら
の
飛
来
伝
承
が
伝
わ
り
ま
し
た
。 

中
世
の
鰐
淵
寺
は
出
雲
国
で
の
蔵

王
信
仰
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、
比
叡

山
の
末
寺
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
比

叡
山
と
金
峯
山
は
鰐
淵
寺
と
密
接
な
関

係
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、「
も

う
一
つ
の
出
雲
神
話
」の
成
立
に
は「
浮

浪
山
」
鰐
淵
寺
の
僧
が
関
わ
っ
た
可
能

性
が
高
い
の
で
す
。 

＊
＊
＊ 

そ
し
て
、「
も
う
一
つ
の
出
雲
神
話
」

の
主
役
は
、
漂
流
し
て
き
た
山
の
一
部

を
築
き
固
め
た
ス
サ
ノ
ヲ
で
す
。
中
世

は
『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
研
究
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
時
代
で
、ス
サ
ノ
ヲ
は「
荒

ぶ
る
神
」
か
ら
「
国
家
の
守
護
神
」
へ

と
崇
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
出

雲
大
社
の
祭
神
は
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
（
オ

オ
ナ
ム
チ
）
か
ら
ス
サ
ノ
ヲ
へ
と
変
わ

る
の
で
す
。
そ
し
て
、
南
北
朝
時
代
に

出
雲
国
造
が
朝
廷
へ
提
出
し
た
文
書
に

は
、「
当
社
の
大
明
神
は
…
ス
サ
ノ
ヲ
尊
」

「
浮
山
を
留
め
て
垂
れ
潜
む
。
故
に
、

こ
れ
を
杵
築
大
社
と
称
す
」
と
の
伝
承

が
記
さ
れ
、
鰐
淵
寺
と
出
雲
大
社
と
で

共
通
し
た
神
話
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

ス
サ
ノ
ヲ
が
仏
教
の
聖
地
に
由
来

す
る
山
塊
を
築
き
固
め
る
と
い
う
、
ま

さ
に
、
中
世
の
鰐
淵
寺
と
出
雲
大
社
と

の
特
別
な
関
係
を
反
映
し
た
神
話
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。 

＊
＊
＊ 

と
こ
ろ
で
、
中
世
の
「
も
う
一
つ
の

出
雲
神
話
」
は
、
古
代
の
「
国
引
き
神

話
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
立
証
で

き
る
史
料
は
な
く
、
必
ず
し
も
そ
う
と

は
言
い
切
れ
な
い
で
し
ょ
う
。 

中
世
の
出
雲
で
は
、
『
風
土
記
』
の

伝
承
と
は
異
な
り
、
新
た
な
神
話
が
創

出
さ
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

加か

賀か
の

潜く
け

戸ど

（
松
江
市
島
根
町
）
に
つ
い

て
、『
風
土
記
』
は
佐
太
大
神
が
生
ま
れ

た
場
所
と
す
る
の
に
対
し
、中
世
の『
佐

陀
大
社
縁
起
』
で
は
天
照
大
神
が
生
ま

れ
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
中
世
の
「
国
引
き
神

話
」
も
、
原
初
的
な
漂
流
島
伝
承
と
し

て
の
「
浮
浪
山
」
説
話
や
地
名
伝
承
と

し
て
の
「
杵
築
」
説
話
に
霊
鷲
山
や
ス

サ
ノ
ヲ
の
論
理
を
組
み
合
わ
せ
て
創
出

さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。 

 

＊
＊
＊ 

 

出
雲
は
「
神
話
の
ふ
る
さ
と
」
な
ど

と
例
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

現
在
に
伝
わ
る
「
出
雲
神
話
」
に
は
古

代
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
中
世
あ
る

い
は
近
世
に
生
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。 こ

れ
ら
中
近
世
の
神
話
も
当
時
の

地
域
社
会
を
反
映
し
た
貴
重
な
史
料
で

あ
り
、
今
回
の
特
別
展
で
こ
れ
か
ら
の

研
究
に
対
し
、
新
た
な
視
点
を
提
示
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
髙
橋 

周
） 
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平成２５年 昨年 ３０年平均

ヒナの数（羽） 794 1,120 826

未孵化卵数（個） 349 618 382

★★
指指
定定
文文
化化
財財
紹紹
介介
⑦⑦  

国国
指指
定定
天天
然然
記記
念念
物物  

「「
ウウ
ミミ
ネネ
ココ
のの
繁繁
殖殖
地地

は
ん
し
ょ
く
ち  

経経ふ
み

島島し
ま

」」  

                          

●
平
成
25
年
の
孵
化
調
査
結
果 

           

島
根
県
出
雲
市
北
西
部
に
位
置
す

る
経ふ

み

島し
ま

は
、
大
社
町
日
御
碕
の
西
海

上
に
あ
り
、
面
積
約
４
千
㎡
、
お
経

き
ょ
う

の
巻
物
を
積
み
重
ね
た
よ
う
に
見
え

る
こ
と
か
ら
、
名
付
け
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
は
日
御
碕
神

社
の
下
の
宮
（
日ひ

沉

宮

し
ず
み
の
み
や

）
が
あ
っ

た
た
め
、
日
御
碕
神
社
の
神
域
と
し

て
一
般
の
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
経
島
へ
の
上
陸
は
、
ウ
ミ

ネ
コ
生
態
調
査
と
し
て
特
別
に
日
御

碕
神
社
の
許
可
を
得
て
い
ま
す
。
経

島
は
、
日
本
海
西
部
に
お
け
る
ウ
ミ

ネ
コ
の
代
表
的
な
繁
殖
地
と
し
て
、

大
正
11
年(
一
九
二
二)

に
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ウ
ミ
ネ
コ
調
査
は
、
昭
和
46
年

(

一
九
七
一)

（
以
降
毎
年
３
回
実
施

し
て
い
ま
す
。
３
月
の
飛
来
数
調
査

(

平
均
４
千
羽)

、
４
月
の
産
卵
調
査

(

限
ら
れ
た
調
査
区
の
平
均
５
５
０

個)

、
５
月
の
孵
化
調
査(

平
均
８
０

０
羽)

で
す
。
ヒ
ナ
が
経
島
を
巣
立
つ

の
は
例
年
７
月
頃
で
す
。
全
国
的
に

も
貴
重
で
あ
り
、
地
域
に
も
愛
さ
れ

る
ウ
ミ
ネ
コ
の
繁
殖
地
を
こ
れ
か
ら

も
保
護
し
て
い
く
た
め
、
調
査
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
伊
藤
靖
浩
） 

★★
発発
掘掘
調調
査査
のの
現現
場場
かか
らら
⑦⑦ 

「「
斐斐
川川
中中
央央
工工
業業
団団
地地
、、
県県
道道
出出
雲雲
三三

刀刀
屋屋
線線
のの
発発
掘掘
調調
査査
をを
始始
めめ
まま
しし
たた
」」  

  

出
雲
市
文
化
財
課
で
は
、
毎
年
、
市

内
の
道
路
改
良
工
事
な
ど
の
開
発
に
伴

う
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
度
は
斐
川
中
央
工
業
団
地
造

成
工
事
予
定
地
内
（
出
雲
市
斐
川
町
直

江
）
と
県
道
出
雲
三
刀
屋
線
の
道
路
改

良
工
事
予
定
地
内（
出
雲
市
上
塩
冶
町
）

の
発
掘
調
査
を
予
定
し
て
お
り
、
両
現

場
と
も
５
月
か
ら
発
掘
調
査
を
開
始
し

て
い
ま
す
。 

斐
川
中
央
工
業
団
地
に
は
、
杉
沢
遺

跡
・
杉
沢
Ⅱ
遺
跡
・
杉
沢
横
穴
墓
群
の

遺
跡
が
存
在
し
ま
す
。
昨
年
度
の
調
査

で
は
千
四
百
年
前
こ
ろ
の
横
穴
墓
群
や 

           

丘
陵
尾
根
上
に
大
溝
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
丘
陵
部
を
中
心
に
約

一
万
㎡
の
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
県
道
出
雲
三
刀
屋
線
の
事
業

予
定
地
が
上
塩
冶
横
穴
墓
群
の
中
に
位

置
し
て
い
る
た
め
、
昨
年
８
月
か
ら
発

掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
の
と

こ
ろ
南
向
き
丘
陵
斜
面
に
、
千
四
百
年

前
こ
ろ
の
横
穴
墓
が
７
基
見
つ
か
っ
て

お
り
、
今
年
度
も
引
き
続
き
横
穴
墓
の

調
査
を
実
施
し
ま
す
。 

両
現
場
と
も
現
地
説
明
会
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
調
査
の
進
展
に

是
非
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
景
山
真
二
） 

 
斐川中央工業団地内で 

検出した大溝（西から） 

 

平成25年 5月 20日 孵化調査 

30
年
平
均
を
若
干
下
回

っ
た
も
の
の
ほ
ぼ
例
年
並

み
の
孵
化
状
況
で
し
た
。 

平
成
25
年
４
月
の
産
卵

調
査
で
は
、
観
測
以
来
２
番

目
に
卵
の
数
が
少
な
い
状

況
で
し
た
が
、
５
月
の
気
候

が
比
較
的
温
暖
で
安
定
し

た
た
め
順
調
に
孵
化
が
進

ん
だ
よ
う
で
す
。 

 

県道出雲三刀屋線予定地内 

発掘作業中 
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セ
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ン
タ
ー
ま
で

【電
話 

２
１-

０
１
７
２
】 

ど
う
も
あ
の
頃
は

考
古
学
者
は
奇
人

変
人
の
見
本
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た

(発行)
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●開館時

●休館日

●特別開

 

シ
ョ
ッ
プ
に
、
新
し
く
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。 

1
枚 

１
０
０
円 

▼
前
売
券

（中
学
生
以
下
無
料
） 

▼
８
月
上
旬
か
ら
発
売
予
定
。 

お
た
ず
ね
は
、
大
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ま
で
。

い礼
子
の
師
で
あ
る
教
授
役
は
国
民

的
俳
優
・
小
林
桂
樹
。
痛
々
し
い
ほ
ど

の
変
人
考
古
学
者
を
熱
演
し
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
の
頃
は
、
考
古
学
者
は
奇
人

出雲弥生の森

-0011 島根県

853-25-1841 

l) yayoi@cit

/www.city.izum

料／無料（特別

時間／9:00～1

日／火曜日(祝

開館／8/13（火

に
、
博
物
館
の
職
員
が
と
っ
た
、

貴
重
な
写
真
を
公
開
し
て
い
ま

す
。 

●
無
料 

で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。  

 

（弥
生
の
森
お
お
つ
主
催
） 

▼
前
売
券

５
０
０
円

調
査
の
シ
ー
ン
に
は
、
友
人
が
チ
ラ
ッ

と
出
て
い
ま
す
が
、
後
で
聞
い
た
ら
、

セ
リ
フ
部
分
を
カ
ッ
ト
さ
れ
た
と
怒
っ

て
い
ま
し
た
。

森博物館20

県出雲市大津町

(FAX)0853-

ty.izumo.sh

mo.shimane.jp

別展等観覧料を

7：00(入館16

日の場合は翌日

火）は開館しま

７
月
22
日(

月)

ま
で 

●
場
所 

１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

●
国
宝
出
雲
大
社
本
殿
の
修
理
中

◆
弥
生
の
森
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト 

▼
９
月
23
日
（月
）
18
時
〜 

 
 

秋
の
一
夜
、
お
月
見
と
素
敵
な
演
奏

松
竹
か
ら
私
に
何
の
挨
拶
も
な
か
っ

た
の
は
遺
憾
で
す
が
、
考
古
学
者
の
間

で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
横
浜
の
遺
跡
で
ロ
ケ
さ
れ
た
発
掘

   

13年7月 

町2760 

-21-6617 

imane.jp 

p/yayoinomori

を除く） 

：30まで) 

日) 

ます。 

 

 

●
無
料 

出出
雲雲
大大
社社
正正
遷遷
宮宮
記記
念念  

▼▼
【【写写
真真
展展  

  

国国
宝宝  

出出
雲雲
大大
社社
】】  

2

(
)

ま
で

（

の
見
学

で
す

）

※
あ
わ
せ
て
市
内
の
高
浜
Ⅰ
遺
跡
か 

ら
出
土
し
た
日
本
最
古
の
将
棋
盤
を 

展
示
し
ま
す
。 

研
究
室
で
助
手

て
い
た

私
で

す
か
ら
、
礼
子
の
モ
デ
ル
は
（
男
女
の

違
い
は
あ
る
け
れ
ど
）
私
だ
っ
た
、
と

断
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
！
）。 

松
竹
か
ら
私
に
何
の
挨
拶
も
な
か
っ

次
郎

告

」

鳥
取
県
が
舞
台

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
涙
）。 

 
 
 
 
 

（
渡
邊
貞
幸
） 

 

 

 

●
写
真 

出
雲
日
御
碕
灯
台

い
な

さ
会
館
、
布
崎
変
電
所
、
一
畑
電

鉄
出
雲
大
社
前
駅
舎
、
石
橋
家
住

宅 

●
無
料

「
第
３
回
里
見
香
奈
杯
争
奪 

出
雲
弥
生
の
森
ジ
ュ
ニ
ア
将
棋
大
会
」 

▼
13
時
15
分
〜
17
時 

（当
日
の
見
学
は
自
由
で
す
。
）

礼
子
が
出
勤
す
る
シ
ー
ン
を
よ
く

見
る
と
、
そ
こ
は
間
違
い
な
く
東
京
大

学
で
す
。
あ
の
当
時
、
東
大
の
考
古
学

研
究
室
で
助
手
を
し
て
い
た
の
は
私
で

て
勧
誘
に
努
め
た
の
で
す
が
、
知
事
や

市
長
ら
が
誘
致
合
戦
を
始
め
て
政
治
問

題
化
し
、
結
局
、
こ
の
年
の
第
44
作
「
寅

次
郎
の
告
白
」
は
、
鳥
取
県
が
舞
台
に

●
市
内
に
点
在
す
る
近
世
・
近
代

の
優
れ
た
建
造
物
を
美
し
い
写

真
で
紹
介
し
ま
す
。 

●
写
真

出
雲
日
御
碕
灯
台
、
い
な

「
プ
ロ
棋
士
指
導
対
局
」

▼
９
時
〜
12
時 

▼
受
付
は
当
日
先
着
順
で
す
。 

８
時
30
分
〜
10
時
30
分
ま
で 

寅
さ
ん
が
惚
れ
て
し
ま
っ
た
ヒ
ロ
イ

ン
・
礼
子
（
樫
山
文
枝
）
は
、
考
古
学

者
で
し
た
。
彼
女
は
大
学
の
考
古
学
研

究
室
で
助
手
を
し
て
い
ま
す
。 

陰
が
ロ
ケ
地
の
候
補
に
な
っ
た

エ
キ

ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
し
て
も
ら
う
の
で
、

会
員
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要

請
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
張
り
切
っ

▼▼
写写
真真
展展 

――
国国
のの
登登
録録
文文
化化
財財
――  

９
月
２
日
（
月
）
ま
で 

 

●
場
所 

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

◆｢

将
棋
フ
ェ
ス
ィ
テ
バ
ル
」
開
催

▼
７
月
28
日
（
日
） 

▼
た
い
け
ん
学
習
室 

「
プ
ロ
棋
士
指
導
対
局
」

 

ご
存
じ
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
シ
リ
ー

ズ
第
16
作
「
葛
飾
立
志
篇
」（
75
年
）、

寅
さ
ん
が
惚
れ
て
し
ま
っ
た
ヒ
ロ
イ

て

私
が
寅

ん

ブ

に
入
会
し
た
と
き
、
島
根
県
の
会
員
は

た
っ
た
二
人
で
し
た
。
91
年
に
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
事
務
局
か
ら
手
紙
が
来
て
、「
山

陰
が
ロ
ケ
地
の
候
補
に
な
っ
た
。
エ
キ

第10

4 

【【
ギギ
ャャ
ララ
リリ
ーー
展展
】】 

▼▼
写写
真真
展展 

★★
博博
物物
館館
イイ
ベベ
ンン
トト
のの
ごご
案案
内内  

◆｢

将
棋
フ
ェ
ス
ィ
テ
バ
ル

開
催

★★
館館
長長
ココ
ララ
ムム
⑥⑥  

節
が
あ
り
、
そ
ん
な
映
画
や
ド
ラ
マ
が

た
く
さ
ん
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
私
が
寅
さ
ん
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

0号


